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１ 仕 様

商 品 コ ー ド ２１４０５３ ２１４０５４

型 式 Ｆ Ｄ － ３１ Ｆ Ｄ － ４１

使 用 温 度範 囲 ６００～１
，
７００℃性

能

温 度 調 節 精 度 、± ５ ℃ （ａｔ １，７００ ℃ ）

温 度 到 達 時 間 約７５分（１７００℃ まで） 約６０分 （１７００℃ まで）

炉 体 セ ラ ミ ッ ク フ ァ イ バ （ 焼 成 フ ァ イ バ 十 フ ァ イ バ ー ボ ー ド）

温 度 調 節 器 マ イ ク ロ コ ン ピ 昌 一 タ に よ る Ｐ Ｉ Ｄ 制 御

セ ン サ Ｂ熱電対

温 度 設 定 方 式 デ ジタ ル設定

温 度 表 示 方 式 デ ジタル表示

構

成

ヒ ー タ 二 硅 化 モ リ ブ デ ン 発 熱 体 （ カ ン タ ル ス ー パ ３３ ）

８ 本 １０ 本

冷 却 フ ァ ン 炉 体 冷 却 用 く ま と り 形 モ ー タ ３５ Ｗ × ２

タ イ マ デ ジ タ ル タ イ マ ０．１ ～ ９９９．９ 分
（ オ ー ト ス タ ー ト ）

安 全 装 置 自 己 診 断 機 能 （ フ ァ ン 停 止、 ヒ ー タ 断 線、 温 度 セ ン サ 異 常 ） 漏 電 プ レ ー カ、 ド ア ー ス イ ッ チ、
脚９

天 井 板 ス イ ッ チ

有 効 寸 法

幅 × 奥 行 × 高 さ

２００ × ２５０ × ２００ 聯

幅 ｘ 奥 行 ｘ 高 さ

２５０ × ３００ × ２００π百π規

格

外 形 寸 法 ６００×６７５× ９３５㎜

内 容 積 １０ ∠． １５ 君

電 源 ＡＣ ２００Ｖ単相 ６ｑＡ ＡＣ ２００Ｖ 単相 ７５Ａ

重 さ 約１２０Ｋ２ 約１２５鞠

消 耗 品 ヒ ー タ、 セ ソ サ

員 数
備 考番 号 名 称

ＦＤ －３１ ＦＤ －４１

付

属

品

１２３

４００

４０１

４０２

４０３

４０４

４０５

４０６

４０７

４０８

、
４７８

４７９

４８０

４８３

炉 床 板

ヒ ー タ

ヒ ー タ ホ ル ダ

ヒ ー タ 用 フ ァ イ
バ ー

接 続 帯 （Ａ）

接 続 帯 （Ｂ）

接 続 ク ラ ン プ

熱 電 対

絶 縁 管

保 護 管

取 扱 説 明 書

〃

保 証 書

プ ラ イ ヤ ー

１

８

８

８

６

４

１６

１ セ ツ ト

１

１

１

１

１

１０

１０

１Ｑ

８

４

２０

１ セ ッ ト

１

１

１
．

１

ＦＤ － ３１ １９０×２４５ 簡 ） ＦＤ － ４１ ２４０×２９５ 簡

カ ンタ ル ス ー パ ー ３３

長 さ １００ 勲

長 さ ２００ ㎜

Ｂ 熱 電 対

製 品 取 扱 用

温 度 調 節 器 用

＿１ 一



２ 外 観 図

天 井 板

ヒ ー タ
哺ミ国

温度調節器
ドア ス イ ッ チ

ａ

電 源 コ ー ド

漏 電 ブ レ ー カ
＿ ２ 一



＝コ３［ 亟 ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
⑨ ８ ⑦ ⑥ ５

ＨｉｇｈｌｂｍｐＦｕｒｎｑｃｅ

℃ ＥｉＲＲＯＲ ＰＯＷＥＲ ＵＮＩＴ ＰＯＷＥＲ

１５９５弘ヨ
Ｓ Ｐ

１ ２ 念 ４ ５

ＨＥＡＴＥＲ

ＦＡＮ

ＯＮ

ＯＦＦ
▼ 口ｏ ▲

認臨 ＲＥ》 ＠・

⑯ ⑮ ⑭

’

⑪３
ｒ
⑫ ⑩ ④ ③ ２ １

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

パ ワ ー スィ ッチ … … … … … 温 度 調 節 器 と 冷 却 フ ァ ンを 運 転 状 態 に しま す。

パ ワ ー ユ ニ ッ ト ス イ ッ チ … ヒ ー タ へ の 通 電 を 可 能 に し ま す。

パ ワ ー ユ ニ ッ ト ラ ン プ… … ヒ ータ へ の通 電が 可 能 な と き、 ま た は 通 電 中 に点 灯 しま す。

フ ァ ン停止 ラ ン プ… … … …冷 却 フ ァ ンが故 障 し たと き に点 灯 しま す。

ヒ ー タ 断 線 ラ ン プ … … … … ヒ ータ が断 線 し た と き に 点 灯 しま す。

測 定 温 度 表 示 部 … … … … … 炉内 温 度 ま た は セ ン サ断 線 （ｏｒ） を表 示 しま す。

第 二表 示 部 … … … … … …… 設 定 温 度 ま た は 全 パ ラメ ー タ を表 示 しま す。

オ ー ト／ マ ニ ュ ァ ル ボ タ ン … オ ー ト と マ ニ ュ ア ル 状 態 を 切 替 え ま す。

ス ク ロ ー ル表 示… … … … … 第 二表 示 部の 状 態 を 表 示 しま す。

温 度 調 節 器 取付 ビ ス… … … は ず さ ない で下 さい。

ア ッ プボ タ ン… … … … … … 第 二表 示 部 の 値 を増 加 さ せ ます。

ス ク ロ ー ル ボ タ ン… … … … 第 二 表 示 部 の 内 容 を ス ク ロ ー ルさ せ ます。

リ モ ー ト ボ タ ン … … … … … ロ ー カ ル と リ モ ー ト の 状 態 を 切 替 え ま す。 （ ナ プ シ ョ ン）

ラ ン ／ ホ ー ル ドボ タ ン… … プ擢 グラ ム 運 転 の 開 始、 中断 を 行 な い ま す。

ダ ウ ン ボ ダ ン … … … …・…・・第 二 表 示 部 の 値 を 減 少 さ せ ま す。

カ バ ー … … … …・・…・…・・ニ… ⑫ ⑬ ⑭ の 誤 操 作 を 防 ぐ カ バ ー で す。

＿３ 一



＝コ４［垂≡憂＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
（１） 本 器 の 周囲 は、

下 図 の 範 囲 で空 間 を取 っ て 下 さい。

５０伽以上

５０（皿 以 上

旧
ヒ

ク

／

／
μ

／

／

５０ｃ皿 以 上

Ｌ
一

ノ

＼ノ

１５０㎝以上

⊥

一 一一

３

１

一『 一
２

１５伽 以上 ｉ

特 に、 次 の 様 な 場 所 は、 避 け て 下 さ い。

Ｑ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

周囲温度が３５℃以上になる所 や温 度差 の激 しい所

直射日光のあたる所

周囲に燃 え易い物のあ る所

湿気の多い 所

可 燃 性 ガス、 腐 食 性 ガ ス のあ る 所

（２） ヒ ー タ は輸 送 時の 破 損 防 止 の た め別 梱 包 にな っ て い ま す。 ８．ヒ ー タ の交 換 ⑤ を参 照 し ヒ ー

タ め 組 込 み を 行 っ て 下さ い。 組 込 み に あっ て は本 体 後 面 の 漏 電 ブ レ ー カ を 切 っ て あ る こ と を

確 認 して か ら 行っ て 下 さい。

（３） 電 源 は 本 器 の 電 源容 量 に余 裕 のあ る 設備 を 使 用 し て 下 さ い。

２２０Ｖ 以 上と なる 電 源 では、 決 して 使 用 しない で 下 さ い。

（４） 本 器 の 上 に は、 物 を の せ ない で 下 さい。

＿ ４ ＿



コ ５［ｉｉ＝＝ｉｉ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
（１） パ ワ ー ス イ ッ チ、

パ ワ ー ユ ニ ッ ト スイ ッ チ が ＯＦＦ に な っ て い る こ と を 確 認 し て 下 さ い。

（２） 本 体の 後 ろ に あ る ブ レー カ を ＯＮ に し ま す。

（３） パ ワ ー スイ ッ チ を ＯＮ に しま す。 温 度調 節 器 に表 示 が 現 わ れ、 冷 却 フ ァ ンが回 転 し ま す。

（４）「装 置 に 初 め て 通 電す る 時 は炉 体及 び ヒ ー タ の な ら し運 転 と し て以 下 の プロ グラ ム を 入力 し

空 炉 で運 転 して 下 さ い。 （ 新 しい ヒ ータ に 交 換 した 時 にも 実 施 して 下 さい ）

① 室 温か ら １６００℃ ま で２時間以上 で昇温させて

下 さ い。

② １６００ ℃ で３ 時 間以 上運 転 し て 下 さ い。

③ プ ロ グラ ム を終 了 さ せ て 下さ い。

プ ロ グラ ム終 了 後、 扉 を閉 じた ま ま で 自 然冷 却

して 下 さ い。 炉 内が 室温 ま で 下が っ た 後 扉 を 開 け

℃

１６００

０
０ ２ ４ ６ 時間

炉 の 床 に ヒー タ か ら剥 離 した ガラ ス被 膜 が 落 ち てい た 場 合 には、 ヒ ー タ に ふ れ な い よ う注

意 して 掃 除 機 等 で 取 ９除 い て 下 さ い。

プロ グ ラ ム の 入力 方 法 は 「 ６．温 度 調 節 器 操 作 法 」 ６ －１ 一（２）を 参 照 して 下 さい。

（５） 運 転 を 終 了 す る 場 合 は パ ワ ー ユ ニ ッ ト ス ィ ツ チ を ＯＦＦ し、 さ ら に
パ ワ ー ス ィ

．
ッ チ を ＯＦＦ

に し て下 さ い。 パ ワ ー スイ ッ チ ＯＦＦ 後 炉 体冷 却 の た め フ ァ ンが回 わ り 続 け 温 度 も表 示 し続

け ま す がヒ ータ へ の 回 路 は 遮 断 さ れ てい ま す。 約 ３ 時間 後 に フ ァ ンと 温 度 表 示 は 停 止 し、 再

びパ ワ ー スイ ッ チ を ＯＮ す る ま で動 作 しま せ ん。

炉 内 が ６００℃ 以 下 にな る ま で必 ず 冷 却 して 下 さ い。 冷 却 フ ァ ンが 停 止 し たの ち ブ レ ーカ を

ＯＦＦ し て 下 さ い。

炉 内 温 度 にか か わ ら ずフ ァ ンは ３ 時 間回 転 し 続 け ます が、 炉 内 温 度 が 充 分 低 け れ ば ファ ン

回 転 中 に ブ レー カ を ＯＦＦ して も か まい ま せ ん。

（６） 本 機 を 長 時間 使 用 しな い場 合 は 安 全 の た め パ ワ ー スイ ッチ 等 だけ で な く漏 電 ブ レ ー カ も

ＯＦＦ に し て 下 さい。
※１ ※２

（７） 誤 っ て ヒ ータ 通 電 中 に 扉を 開 け た り、 天 井 板 を は ず しま す と 自動 的 に ヒー タ へ の 通 電 が 遮

断 さ れま す。 ま た ヒ ー タ 回 路 を 遮 断 する ため ヒ ータ エ ラ ー の ラ ン プが 点 灯 しま す。

※１ 扉 を 開 け た 場 合 に は 扉 を 閉 じ、
パ ワ ー ユ ニ ッ ト ス イ ッ チ 及 び パ ワ ー ス イ ヅ チ を ＯＦ Ｆ し、

も う 一 度 ＯＮ す る と エラ ー は 解 除 さ れま す。

※２ 天 井 板 を は ず し た 場 合 は パ ワ ー ユ ニ ッ ト ス イ ッ チ、
パ ワ ー ス イ ッ チ、 漏 電

ブレー カ を ＯＦＦ

して か ら天 井 板 を 固 定 しな お して 下 さ い。 こ の 際 高 温 に な っ て いる 外 装 等 が あ り ま す か ら 充

分 注 意 して 下さ い。

プロ グ ラ ム動 作 中 に 扉を 開 け た 場 合、 時間 の 計 時は そ の ま ま進 行 しま す。

（８） 炉 内 が ６００℃ 以 上 の 時 に は決 し て 扉を 開 け な い で 下さ い。

６００℃以下でも扉 を開け ること で炉 体の割 れやヒータの破損をまねく恐れがありますの で
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室温 付近 に温度 が下がるまで扉を閉 じておくようおすすめ します。

（９） 本 器に何らかの故障 があった場合、 トラ ブル検出回路 が働き安全側へ の必 要な処理 を自動

的 に 行 な い ま す。 こ の 時冷 却 フ ァ ンは 約 ３ 時 間 回 転 し続 けま す。 但 しフ ァ ン故障 の 場 合 に は

冷 却 フ ァ ン回 路 も遮 断 しま す。

エ ラ ー が 発 生 し た 場 合 点 灯 し た エ ラ ー ラ ン プ の 名 称 を 確 認 の 上、 パ ワ ー ユ
』
・ッ ト ス イ ッ チ、

パ ワ ー スイ ッ チ を ＯＦＦ し さ ら に冷 却 フ ァ ンが 停 止 した 後、 漏 電 ブ レ ー カ を ＯＦＦ して 下 さ

い。 同 時 に本 器 の 販売 店 か 最 寄 り の ヤ マ ト 科 学、 また は ヤ マ トエ ンジ ニ ア リ ン グま で ご連 絡

下 さ い。

尚、 ファ ンの 回転の有 無は風切音また は天井 部か らの空気の吹 き出しの有 無で容易 に判別

で き ま す。
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コ６［ 亟 ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
こ こ では 基 本 的 な操 作方 法 を 説 明 しま す。 詳 しく は 別 冊 の 取 扱 説 明 書 を 参 照 して 下さ い。

６ －１ 温 度 コ ン ト ロ ー ル の 方 法

温 度 コ ン トロ ー ル の方 法

① 特定の温度を連続的 に維 持 する。
注１

（２） プロ グラ ムを 入 力 して 自 動運 転 さ せ る。
注１

③ ヒ ー タ 出 力 をパ ー セ ン ト ㈲ で指 定 し一 定 電力 を加 え る。

注１（１）では オ ー トチ ュ ー ニ ング た よ り Ｐ Ｉ Ｄ 定数 を自 動 的 に 設 定 さ せ る こ とが で きま す。

ま た（１）、（２）で は 任 意 のＰ Ｉ Ｄ 定 数 を お 客 様 が指 定す る こ と も でき ま す。

（１） 特 定温 度を連続 的 に維 持する場 合

例 ： １７００℃ で運 転 す る 場 合 １

スイ ッ チ 状 態 表 示 備 考

ブシ ー カ

パ ワ ー スイ ッ チ

ア ツ プ ボ タ ン〔三⊃

パ ワ ー ユ ニ ッ ト

ス イ ッ チ

ＯＮ

ＯＮ

，

押 し続ける

ＯＮ

温 度 表 示 点 灯

第 二表 示 部 の 値 が 増

加 して 行 き ま す。

冷 却 フ ァ ン回 転

温 度 は７０ｐ前 後 が表 示 さ れま す が、 こ

れ は 熱 酬 の 雛 で す・（
炉内温度と室温
が近い場合

）

１７００ （ 使用 す る 温 度 ） に なっ た と こ

ろ でア ヅ プボ タ ンを は な します。

１７００ を 超 え て し まっ たら ダウ ンボタ

ン ０ で 値 を減 らし１７００に して下さい。

ヒー タ に通 電 さ れ ま す。

ＳＰ １７００．
０

パ ワ ー ユ ニ ッ トラ ン プ

点 灯

運 転を終了する場合

第二表 示部の値が減

少 して行きます。
ＳＰ

Ｏ．０

ダウ ンボ タ ン⊂董⊃

ｏハ ワ ー ユ ニ ッ ト

スイ ッ チ

パワ ー スイ ヅ チ

ブレ ー 均

押 し続 ける

ＯＦＦ

ＯＦＦ

ＯＦＦ

パワーユ ニットラ ン プ

消 灯

約 ３ 時 間 後表 示 は 消

灯。

０．０ に な っ た と こ ろ で ダウ ンボ タ ンを

は な しま す。
注２

ヒー タ 回 路 が 遮 断 さ れま す。

約 ３時 間 後 に冷 却 フ ァ ンが停 止 し、 温

度表 示 が 消 灯 し て装 置 が 完 全 に停 止 し

ま す。

注２ 設定値１７００℃ をそのまま に しておけば次回の昇温の 時アッ プボタ ン操作を省略 できます。
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＿ ８ 一

（２） プロ グ ラ ム を 入 力 して 自動 運 転 さ せる 場 合

例 ： ２ 時 間 で １７００ ℃ へ 昇 温 さ せ て ３ 時 間 保持 した の ち停 止 さ せ る 場 合

（新 しい ヒ ータ に 初 め て 通 電 する と き に実 施 す る プロ グ ラ ム です。 ）

スイ ッ チ 状 態 表 示 備 考

ブ レ ー カ Ｏ Ｎ

パ ワ ー スイ ッ チ ＯＮ 温 度表 示 点 灯 冷 却 プ ア ン回 転。

カ バー を 手 前 に倒 す。

スクロールボタン 押 し続ける 第 二表 示 部 に 記号 が

回
表 示さ れ て 行 き ま す。

匪 コ ー 匪 ］ Ｐｒ１が表示されたら ⑥ をはなして

一 ［ 互 コ 下さい。 （Ｒａｍｐ）

アップボタン⊂茎⊃ 押し続ける 第二表示部の値が増

加します。

１ギ ㈱ 一
／６〆 ％ 粛

／

国 １４になったら⊂≡⊃をはなして下さい。

回 一回押す 匝 （Ｒａｍｐ ｌｅｖｅｌ）

ｏ 押し続ける 画 １７００になったら〔三⊃をはなして下さい。

回 一回押す 画 （Ｄｗｅ１１）

ｏ 押し続ける 回 １８０になったら（三⊃をはなして下さい。

Ｒａｍｐ，Ｒａｍｐ ｌｅｖｅｌ， Ｄｗｅｌｌの 設 定の 際

数値の訂正は（ヨ⊃で行な えます。

⑥ 一回押す 画
ダウ ンボタ ン〔ヨ⊃ 一回押 す ． 園 ＳＴＥＰ： 後 に続くＰＬ 値の温度に温度

⑥ 一回押す 匝 設定値を書替えます。

（ｏ） 国 初めから値が０ならばボタンの操作は

省 略 しま す。

⑥ 一回押す 回
ｏ 一回押す 圓 ＥＮＤ：プμグラムを終了させます。

炉 内温 度は最後 のＰＬ値に保ち

ま す。

次頁へつづく

注 １ ボタ 著操作の際 に約１０秒間 ボタンが押 さ れない状態 が続くと表 示は 初期表示（パ ワースイッチ
“ＯＮ” したときの状態） に戻ります。 但 し、 設定 した値 は記憶 されています。

注 ２ 設定値の確認 は〔亙ＤでＰＬ１（Ｐｒ１，
Ｐｄ１な ど）を表 示さ せて ∈ ⊃を一 回押せば表示 されます。

注 ３ 時間の単位は 設定、 表 示共 分 です。

注 ４ プログラ ムは常にＲａｍｐ１か ら始まりＥＮＤ で終了 します。



スイ ヅ チ 状 態 表 示 備 考

パ ワ ー ユ 』 ッ ト Ｏ Ｎ パ ワ ー ユ ニ ッ トラ ンプ ヒ ー タ に 通 電 可 能 と な り ま す。

ス イ ッ チ 点 灯 プロ グ ラ ムと は 別 に設 定 温 度 が指 定 さ

れ ていると昇温を始めますの で注意 し

て 下 さ い。

ラ ン／ホ ー ル ド〔 ⑳ １ 回 押 す
ＳＰ
１７０αｏ Ｒ・ｍｐ１ プ ロ グ ラ ム が ス タ ー ト し ヒ ー タ に 通 電

ボ タ ン さ れ ま す。

誤動作を防 ぐため にカバーを閉 じて下

さ い。

ＳＰ １７００．ｏ
Ｄ鴨１１ １ １７００℃ に 達 す る と 表 示 は Ｄｗｅｌｌ１ に

移 ９ ま す。

プログラム進行中に⊂壷⊃を一回押す毎

にＳＰ→ＯＰ→Ｔｉｍｅ と 第 二 表 示 部 の 内

容 が 切 替 わ り ます。

噂 Ｓ Ｐ ： 温 度 設定

ＯＰ ： ヒータ出力の値（％）

Ｔｉｍｅ： Ｒａｍｐ や Ｄｗｅ１１ の 残 時 間
・

’

Ｔｉｍ。 １６９８Ｄｗ。ｌｌ
１ 残 時 間 は １／１０ 分 単 位 で 変 化 し ま す。

…

ＳＰ
Ｏ．Ｏ Ｅ 全 て の プ ロ グ ラ ム が 終 了 し た と き に は

Ｅが表 示され炉内温度は 最後 に指 定さ

れた温度 に維持されます。

こ こ で は α０ に 設 定 して あ り ま す の で

室 温 で安 定 しま す。 も ち ろ ん ヒ ー タ に

は 通 電 さ れ ませ ん。

パ ワ ー ユ ニ ッ ト ＯＦ Ｆ パ ワ ー ユ ニ ッ トラ ンプ ヒ ー タ 回 路 が 遮 断 さ れ ま す。

スイ ッ チ
消 灯

アップ／ ダウ ンボタ ン 同 時 に １ 回 ＳＰ Ｏ．０
プ ロ グ ラ ム リ セ ッ ト に な り Ｅ の 表 示 が

⊂至⊃⊂玉⊃
押す 消 えます。 プβ グラム の内容は記憶さ

れ て い ま す。

パ ワ ー スイ ッチ ＯＦＦ 約 ３ 時間 後 表 示 は消 約 ３ 時 間 後 冷 却 フ ァ ンが 停止 し、 温 度

灯 表 示が消灯 して装置が完全に停止しま

す 。

ブ レ ー カ ＯＦＦ
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③ ヒ ー タ 出 力 を パ ー セ ン ト㈲ で指 定 し一 定電 力 を 加 え る場 合

例 ： ヒ ー タ出 力 ５０％ で 温 度 を 維 持 す る。

スイ ッ チ 状 態 表 示 備 考

プ レ ー カ Ｏ Ｎ

パ ワ ー スイ ッ チ ＯＮ 温 度 表 示 点灯 冷 却 フ ア ン回 転

カ バ ー を 手 前 に倒 しま す。

オ ート／マニュアル 一回押 す 第 二表示部 に 匠 ］

ボタン ⑳ 表示 されま す。

ア ツ ブ ダウ ン〔三⊃ 押 し続ける 第 二 表 示 部の 値 が 増

加 し ま す。

ｏｐ ５α０ ５０になっ たら⊂＝〕を は な して 下 さ い。

カ バ ー を閉 じて 下さ い。

パ ワ 」 ユ ニ ッ ト Ｏ Ｎ パ ワー ユ ニット ラ ン プ ヒ ー タ に 通 電 さ れ ま す。 痒１

ス イ ッ チ 点 灯 ■

運転を終了す る場 合

ダウ ンボタン ０ 押 し続ける 第 二表示部の値が減

少 して 行 き ま す。

ＯＰ Ｏ．０ ０．０ に
な っ た ら⊂至⊃を は な し ま す。

パ ワ ー ユ ニ ッ ト Ｏ ＦＦ パ ワー ユ ニッ トラ ン プ ヒ ー タ 回 路 が 遮 断 さ れ ま す。

ス イ シ チ 消 灯

パ ワ ー スイ ッチ ＯＦＦ 約 ３ 時 間 後表 示 は消 約 ３ 時 間 後 に冷 却 フ ァ ン が停 止 し 温 度

灯 表 示が 消灯 して装 置が完全に停止 しま

す 。

ブ レ ー カ ＯＦＦ

注 １ こ の制御方 法 では周囲温度 によっ て炉内温度 が変動 します。
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６ －２ 過 昇 防 止 の 方 法

温 度調 節器には任意 の温度 で設定できる過昇防止機構を備 えていま す。

動 作 ： 過 昇 防 止 が 動 作 す る と ヒ ー タ 回 路 が 遮断 さ れ ヒー タ エ ラ ー ラ ン プが 点 灯 し表 示 器 上

で ＡＬ１ が 点 滅 し ま す。

復帰 ：炉 内温度が過 昇防 止の設定値より低く なると自動的 にエラー を解除 し運転状態 に戻

り ま す
。

（１） 特 定 の温 度 ま た は ヒ ー タ 出 力 値 で運 転 して い た場 合 に は エ ラ ー発 生 前 の 設定 値

で運 転 を 再 開 し ます。

（２） プ ロ グラ ム 運 転 を して いた 場 合 に は エ ラー に 拘 らず プロ グラ ム は 進 行 し、 エ ラ

ー解除 時点の設定値で運 転を再開 します。

例： １０００℃ を 超 えた と こ ろ で過 昇防 止 を 働 か せる 場 合

スイ ッ チ 状 態 表 示 備 考

プ レ ー カ Ｏ Ｎ

パ ワ ー スイ ッ チ Ｏ Ｎ 温 度表 示 点 灯 冷 却 フ ァ ン回 転

カ バー を 手 前 に倒 す。
，

一

ス ク ロ ー ル ボ タ ン 押 し続ける 第 二 表 示 部 に記 号 が

回
表 示 さ れ て 行 き ま す。

匪コ ー 匡コ
一 ［Ｐｒ１］

…

圓 ＡＬ１が表示されたら ⑥ をはなして下

さ い
。

ア ツ プ ボ タ ン⊂＝〕 押 し続 ける 第 二表 示 部 の 値 が増

加 しま す。

１０００．０ １０００ に な っ た ら ∈⊃ を は な して 下さ

い
。

カ バ ー を閉 じ て 下 さ い。

注 １ 過 昇防 止を必要と しない 場合 にはＡＬ１の値を１７３０℃に設定しておいて下さい。
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一 １２ ＿

６ － ３ そ の 他 の 値 の 設 定 方 法

（１） オ ー ト ス タ ー ト と プ ロ グ ラ ム の 繰 返 し 回 数
１

オ ー ト ス タ ー ト は プ ロ グ ラ ム ス テ ッ プ の ２ ス テ ッ プ 分 を 使 っ て 最 大 ９９９．９ 分 （ １６ 時 間

３９．９分） 迄 設 定 す る こ と が でき ま す。 設 定、 表 示共 時 間 の 単 位 は 分 で す。

例 ： １０ 時 聞 後（６００分） に運 転 を 始 め ９０分 で１７００℃ ま で昇 温 し２ 時 間安 定 さ せ る 場 合。

スイ ッチ 状 態 表 示 備 考

ブ レ ー カ Ｏ Ｎ

．パ ワ ー スイ ッ チ Ｏ Ｎ 温 度 表 示 点 灯 冷 却フ ナ ン回 転

カバ ー を手 前 に 倒 す。

ス『ク ロ ー ル ボ タ ン 押 し続 ける 第 二 表 示 部 の記 号 が

回
表 示 さ れ て 行 き ます。

匪 ］ 一 匡 コ Ｐｒ１が表示されたら（亙⊃をはなして下
一 ［Ｐｒ１］ さい。

ダウンボタン（ヨ⊃ ３回押す 匝 ］一［亟 司

一 ［ 亟 ヨ
’
ＮＯＮＥ：ヒータ に通 電しない。

⑥ ユ回押す 匝 ］
アップボタン（三⊃ １回押す 國 温度設定を０℃にします。

⑥ １回押す 圓
ｏ 押し続ける □ ６００になったら（三⊃をはなします。

⑥ １回押す 匠
ｏ 押し続ける 一 １＆９になったら⊂；⊃をはなします。

回 １回押す 亜
国 押 し続ける １７００．０ １７００．０ にな っ た ら〔＝⊇ を は な しま す。

⑥ １回押す 匝
ｏ 押し続ける 團 １２０．０になったら〔：三⊃をはなします。

⑥ １回押す 匠
働 〃 ［ 亟 コ ＳＴＥＰ：温度設定値を書替え．ます。回 〃 匠
ｏ 〃 ［ 工
⑥ 〃 亜
ｏ 〃 圃 ＥＮＤ：プ拝グラムを終了させます。

パ ワ ー ユ ニ ッ ト Ｏ Ｎ パ ワ ー ユ ニッ トラ ン プ ヒ ー タ に 通 電 可 能 と な り ま す。

ス イ ッ チ 点 灯



スイ ッ チ 状 態 表 示 備 考

ＳＰ Ｏ
．
Ｏ Ｄｗ，１１ １ラン／ホ門ルドボタン

圃

⑥

１回押 す

２回押 す Ｔｉｍｅ ５９９．９ Ｄｗｅｌｌ１

以 下 プ ロ グ ラ ム に よ る 自 動 運 転 と な り

ま す。

オ ー ト ス タ ー ト の 残 時 間 表 示 と な り ま

す。

ヵ バ ー を 閉 じ る。

…

運 転 は プ ロ グ ラ ム 運 転 と 同 じく パ ワ ー ユ ニ ッ トスイ ッ チ を
“ＯＦＦ” した の ち（ヨ⊃〔三⊃を

同 時 に押 す と終 了 しま す。

プロ グ ラ ム を 繰 返 し 実 行 さ せ る場 合 は 繰 返 す 回 数 を Ｒ Ｌ Ｃ （ ル ー プカ ウ ン ト） に 設 定 し

た 後 プ ロ グラ ム を Ｒ Ｕ Ｎ しま す。

⑥ でＰＬＣを第 二表 示部に表 示させて（三≡⊃（⊂豆⊃） で繰返す回数を設 定してください。

回 数 は １ ～９９９ 迄 設 定 で き ま す。

一１３ 一



（２） Ｐ Ｉ Ｄ 定数

定数 は 次 の よ う に して 任 意 の 値 を 設 定 する こ と が でき ま す。

スイ ッ チ 状 態 表 示 備 考

スクロ ールスイッチ 押 し続ける 第 二表 示 部 に記号 が

回
表示されて行きます。

Ｅ三］一匠］
一［Ｐｒ１］

一 ［ Ｐｂ］ Ｐｂ が表示さ れた ら（亙⊃を はな して下

さ い
。

アツプボタン⊂；⊃ 押し続ける □ 希望の値に合わせて下さい。

（または ダ ウ ンボ

タ ン⊂重⊃）

⑥ １回押す ＝ ｔｉ 同 上

⊂三⊃（ｏ）押し続ける 画

⑥ １回押す □ ｔｄ 同 上

ｏ （〔玉⊃） 押し続ける ２

約１０秒後

□ セットボタン表示に戻り設定が終了し

ま す。

工場 出荷 時の初期設定

Ｐｂ ： 比 例 帯 … …… … … … ５．０ ％

ｔｉ ： 積 分 時 間・・一 … … … ３００ｓｅｃ

ｔｄ ： 微 分 時 間 … … … … … ６Ｇ ｓｅｃ

（Ａｔｒ ： ト リ ガ ポイ ン ト … … ９ ％ ） ア ダ プ ティ ブ チ ュ ー ン 使 用 時

一１４ 一

（３） オ ー ト チ ュ ー ニ ン グ

３ 種 類 の ナ ー トチ ュ ー ニ ング か ら ひと つ を選 び 実 行 しま す。

オ ー ト ／ マ ニ ュ ア ルボ タ ン （亘◎ を 押 し、 マ ニ ュ ア ルモ ー ド（ Ｍ Ａ Ｎ が 点 灯 ） に 切 り 替 え、

０ で［ 國 にします。 （ヒータへの出力を０％にする） ⑥ で温度を表示し⊂三⊃で温

度 を 設 定 し ま す。

⑥ でｓｔ・ （ま たはＡｔ、 ＳＡｔ）を第 二表示 部に表示させて⊂玉⊃⊂⊃ を同 時に押 すと表示

器右 上 に蚊Ａ－Ｔ”の表 示 が 現 わ れ ナー ト チ ュ ー ニ ン グ可 能 と な り ま す。 〔互◎ で マ ニ ユ ア ル

を 解 除 す ると 温 度 上 昇 が 始 ま り、 ナ ー ト チ ュ ー ニ ング が 実 行 さ れ ま す。 も う 一 度 ⊂三⊃ ⊂豆⊃

を同 時 に押 す と オ ー トチ ュ ー ニ ン グは 解 除 さ れ ま す。 オ ー トチ ュ ー ニ ン グが 有 効 なの は ６ －

１ 一（１）特 定 温 度 を連 続 的 に維 持 す る 場 合 にの み 働 き プ戸 グラ ム 運 転 な ど では 働 き ま せ ん。

巻 末 にオ ー ト チ ュ ー ニ ン グの 傾 向 を記 載 し て あ り ま す。



＝コ７ 日 常 の 保 守

７ －１ ヒ ー タ の 交 換

（１） 漏 電 ブ レ ー カ を ＯＦＦ に して 下 さ い。

（２） 天 井 板 を取 り 除 い て 下 さ い。

③ ヒ ータ に接 続 さ れ て い る 両 側 の 接 続 帯 を 外 して 下 さい。 スパ ー ク で断 線 した 場 合、 そ の 周

辺 の ヒ ー タも 傷 つ け て い る 事 が 十 分 に あ り ます。 傷 つ い て い る ヒ ー タが あ っ た 場 合、 そ れ
．
も

交換 して 下 さ い。

（４） ヒ ー タ を抜 い て 下 さ い。 ヒ ータ が 変形 等 で抜

け な い場 合、 炉 内 側 か ら抜 け 易 い 様 に ヒ ー タ を

折 っ て 下 さい。 そ の 際、 他 の ヒ ー タ に ふ れ ぬ様

注 意 して 下さ い。

（５） 新 し い ヒ ー タ を 次 の 手 順 で取 付 け て 下 さい。

①

／
『 断線したヒータ編

ヒ ー タ の 端 子 間 に セ ラ ミ ッ ク 片 を 入 れ、 ホ ル ダ ー で 両 側 か ら は さ み、
ビ ス ー ナ ッ ト で ヒ

ー タ が 下 へ ず れ 落 ち な い よ う に し っ か り 締 め て 下 さい。

② 炉 体 側 の ヒ ー タ穴 に ζ 一 タ を さ し込 み、 炉 内底 か ら１０ 伽 の 高 さ に ヒ ータ の先 をあ わ せ、

ビ ス ー ナ ッ ト を 再 度 締 め て 下 さ い。

＼ ＠
、

叡

似

カ ン タ ル ス ー パ ー ３３ φ３／６ Ｌ ｕ ＝・Ｌｅ ＝≒１８０ ａ ； ２５

／　

θ、

φ３／６ ａ ＝ ２５ 用

ホ ル ダ ー ５７５８－ Ａ

炉 内底より

１０㎜

り

／

多

／
／

／’

〃

／

①

／
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③ ヒ ータ 端 子 部 に、 接 続 帯 を 図 の よ う に 巻 き、 クラ ン プで 固 定 して 下 さ い。

注 意 ： ヒ ー タ は大 変 も ろ い 材質 で で き て い ま す の で 取扱 い に 十 分注 意 し て 下 さ い。 特 に

ク ラ ン プを か け る 時 は プ ライ ヤ に力 が 入っ て いま す の で ご注 意 下 さい。

レ
戸ライヤ　

ク ラ ン プ ５７５８－ Ａ

〃

０

①

ｍ∵　
／

⑳

○ ○

４
１
１

＼
＼
「

匝

’

》←レ》←レ》⇔ 》

ハ塙Ａ＿レＡ＿ハ

旧

㌧
＼
＼

１
ー
レ

＿ １６ 一



７ － ２ セ ン サ の 交 換

倉
◎
冒
冶冒

補償導線

ー

ー

ー

ー

ー
ノ

「
ー

ー

－
－
－

し

（１） 漏 電 ブレ ー カ を ＯＦＦ に し て 下さ い。

（２） 天 井板 を 取り 除 い て 下 さい。

③ セ ンサ 用端 子 台 の端 子 ネ ジを 外 し ま す。

（４） 保護管 からセンサ（絶縁管）を引 き抜き

ます。 そ の際 絶 縁 管 が 蓄 熱 して い る事 が あ

り ま す か ら、 注 意 して 下 さ い。

（５） 新 しい セ ンサ を 保 護 管 に差 し込 み ま す。

（６） 補償 導線 の端 子部の色 とセンサの端子部

の色を合わ せてセ ンサ用端 子台 に固定しま

す 。

赤 ㊥ ㊥

補償

青

赤 青

セ ン サ 側
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コ ８［ 亟 ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
① ヒー タ と セ ン サ ー は 消 耗 部 品 で す。 こ の 断 線 等 は 機 器の 保 障 期 間 内 であ っ ても、 保 証 の 対

象 外 で す。 、

（２） 本 器 は、 ６００～１７００℃ の 温 度 範 囲 で御 使 用 下 さ い。

③ 周 囲 温 度 が５ ℃ 以 下 ま た は３５℃ 以 上 にな る様 な 場 所 では 使 用 しな い で下 さ い。

④ 本 器 を 御 使 用 にな る た び に、 漏 電 ブ レ ーカ の テ ス トボ タ ンを ボ ー ル ペ ン等 の先 で押 し㍉ そ

の 動 作 を確 認 して 下 さい。

（５） 本器は、 防 爆構 造ではあり ません。 可燃性 の高い液体や蒸気を含ん だ試料の御使 用は避 け

て 下 さい。 又、 本 器 の近 く に 燃 えや す いも の を 置 か な い で下 さい。

⑥ 試 料 を 由 入 れ す る 際、 炉 内 の ヒ ータ 及 び セ ン サに は 触 れな い で 下さ い。

又、 炉 床 板 を引 き抜 く 際、 試 料 が ヒ ー タ に触 れ な い様 注 意 し て下 さい。

（７） 試 料 の 最大 重 量 は、 炉 床 板 を 入 れ た 場 合 で約 ２Ｋｇ、 炉 床 板 無 しの 状 態 で約 ７
Ｋｇで す。 又、

炉床板を入 れま すと昇温時間が １５分程度長 くなります。

⑧ 試 料 の形 状、 比 重 等 に よっ て 昇 温 時 間、 降 温 時 間、 温 度 分 布 が か わり ま す。

（９） フッ 素、 塩 素 系 の ガ スを 発生 す る 試 料 は、 使 用 しな い で下 さ い。

αＯ 初 回 稼 動 後 でも、 ヒ ー タ表 面 の ガラ ス被 膜 が 剥 離 し、 炉 の床 に 落 る 事 が あ り ま す が、 性能

上 問 題 はあ りま せ ん。 但 し、 床 に落 ち た ガラ ス被 膜 は断 熱 材 をい た め ま す か ら、 こ れ を 掃除

機等 で 取り の ぞ い て 下 さ い。 その 際、 ヒ ー タ に 触 れ ぬ様 注 意 して 下 さい。

⑪ ヒ ータ は表 面 が変 色 し、 形 状 が 変形 す る 事 が あ り ま す。 又、 炉 内 にク ラ ッ ク が 入る 事が あ

り ま す が、 共 に機 能 上 支 障 はあ り ま せ ん。

⑫ ヒ ー タ を 交 換 す る 際 は、 必 ず ブ レー カ を 切 っ て か ら行 な っ て 下 さ い。

⑬ 扉 の 開 閉 は、 断 熱 材 の 損傷 を防 ぐ為、 静 か に 行 っ
」
（下 さ い。

⑭ 炉 内 が ６００℃ 以 上 の 時 に は決 して 扉を 開 け ない で 下さ い。 ６００℃ 以 下 でも 扉 を 開け る こと

で炉体の割れやヒータの 破損をまねく恐 れがありま すので室温 付近 に温度が 下が る迄扉を閉

じて お く こ と を お す す め し ま す。

⑮ ヒ ー タ 通 電 中 に 扉 を 開 けま す と、 安 全 の 為、 自動 的 に ヒ ー タ へ の 通 電が 切 ら れ ま す。 そ の

際 タイ マ が 働 い て い る 場 合、 タイ マ はそ れ らを無 視 し カ ウ ン トを 続 行 し ます。 扉 を 閉 め
パ ワ

ー ユ ニ ッ トスィ ッ チ を ＯＦＦ し再 びＯＮ す ると ヒ ータへ 通電 さ れ、 設 定温 度 を保 持 す る様 に 働

き ま す。

αｅ 初 回 稼 動 時、 断 熱 材 の
パ イ ン ダが焼 け て 煙 や 悪 臭 の 出 る 事 があ りま す が、 故 障 では あ り ま

せ ん 。

⑰ 初 回 稼動 時 は、 ヒ ー タ の 性 質 によ り 通常 より 昇温 時 間が 長 く な る 事 があ り ま す。

⑱ 頻 繁 に スイ ッ チ 類 を ＯＮ／ＯＦＦ しない で 下さ い。 制 御 部 に 過 負荷 が か かり ます。

⑲ 室 温 か ら １０００℃ 以 下 の 温 度 ま で 上 昇 さ せ る 際 オ ーパ ー シ ェ ー トが 出 ま す。 そ れを 防．ぐ必
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要 が あ る 場 合、 ３０ 分 か ら ４５ 分 程 度 の コ ン トロ ー ル上 昇 で 行 っ て 下 さ い。

⑳ パ ワ ー ス イ ッ チ を オ フ に し て も、 フ ァ ン が 回 転 し て い る 間 は ブ レ ー カ を 切 ら な い で 下 さ い。

３ 時 間を 経 過 す る と 自動 的 に フ ァ ンは 止 ま り ま す。 そ れ 以 後 ブレ ー カ を 切っ て 下 さ い。

また試料の熱容 量が大 きく３ 時間では充分炉内温度が下が らないと考えられる場合はパワ
ー ス イ ッ チ を 曳℃ Ｎ” の 状 態 に し て お き・ 炉 内 が 充 分 冷 却 さ れ て か ら パ ワ ー スイ ッ チ を

・℃ＦＦ
・

に し て 下 さ い。 フ ァ ン を 停 止 さ せ る 温 度 は ６００℃ が 目 安 で す。

⑳ ヒータ表面保 護被膜成生 の関係 より８００℃以 下の みでの長 時間使用 は避 けて下さい。
⑳ 不当な機 器の改造 による故障 については保証いた しかねま す。
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９

つ一９

故 障 診 断 法

パ ネ ル に 表 示 され る 故 障 内 容

ＨｉｇｈｌｂｍｐＦｕｒｎｏｃｅ

℃

ＡＬ１

〔
ｕ ｒ
ＳＰ

１ ２ ３ ４ ５

⊂董⊃ 国 〔＝⊃

ＦＤ３１
ＥＲＲＯＲ ＰＯＷＥＲ ＵＭ 丁 ＰＯＷＥＲ

一■ ■一 ＨＥＡＴεＲ

噌 一一 ＦＡＮ

Ｏ

ＯＮ

ＯＦＦ

／

＿ ２０ 二

ρ

ラ ン プ
表 示

ＨＥＡＴＥＲ ＦＡＮ
故 障 内 容

’
故障時の装置動作 処 置

葛 蜜 知 ○ センサ断線
ヒータ回路を遮断しフ

ァ ンは回転させます。

炉体冷却後セ ンサを交換

して下さい。
ＡＬ１ ←点 滅

１０１０．Ｏ

ＳＰ １０００．０

寮 ○ 過熱防 止 〃

炉内温度 が設定値以 下に

な れば再 びヒータに 通電

します。

１７ ００．Ｏ

ｓｐ １７００．０

寮 ○

サ イ リ ス タ ユ ニ ッ ト の

ヒ ュ ー ズ 断 線 ま た は ヒ

ー タ 断 線

〃

サ イ リ ス タ ユ ニ ッ ト の ヒ

ュ ー ズ ま た は ヒ ー タ を 交

換 し て 下 さ い。

１７ ００．Ｏ

ＳＰ １７００．０

寮 楽 フ ア ン 故 障
ヒ ー タ 及 び フ ァ ン 回 路

を 遮 断 し ま す。

炉 体 冷 却 後 フ ァ ン を 交 換，

し て 下 さ い。

７４．Ｏ

ＳＰ １７０α０

寮 ○
扉が開 いている

天井板 がはず れている

ヒータ 回路を遮断 しフ

ァ ンは回転させます。

扉 を閉 じて下さい。
天井板 を固 定 して下 さい。

＊１ 温度表 示はその時 の測定値 及び設定値です。
＊２ ・ ンプ 演 は点 鳳 ・ は消 馬 φは 点灯・ 消 灯のどち らもあり えること 猿 わ します。



９ －２ そ の 他の 故 障

漏 電 ブ レ ー カ “ＯＮ”

５
ブ レ ーカ が鴨 Ｏ Ｎ ” し な い

＜＞ＮＯ

づ ワ ー ス イ ッ チ
“Ｏ Ｎ ”

◇

ＹＥＳ
漏 電

一
修 理

ＮＯ

温度表示器 が表示 しない

ＹＥＳ→
◇

パ ワ ー ユ ニ ッ ト ス イ ッ チ
驚℃ Ｎ ”

冷 却 フ ァ ン が 回 転

していない

ブ レ ー カ 不 良

交 換

ＹＥＳ→
Ｌ一

パ ワ ー ユ ニ ッ ト ラ ン プ が

点灯 しない

◇ Ｎ・
温 度を設定する

ＹＥＳ→ パ ワー ユ ニ ッ ト ラ ン プ 不 良

交 換

Ｓ 電 源 不 良

修 理

ＮＯ パ ワ ー ス イ ッ チ 不 良

交 換

温度調節器不良

Ｌ

ＮＯ

交 換

パ ワ ー ユ ニ ットス イッチ 不 良

交 換

温度上 昇 しない

ＹＥＳ→ 扉が開い ている

扉 を閉 じる

ＮＯ 天井板がはず れている

天井板 を固定す る

ＮＯ→ 過昇防止が働いて いる
温度設定値を高くする

ＮＯ

ＮＯ

プ ロ グ ラ ム が Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ

されている

Ｒ Ｕ Ｎ す る

ＮＯ
ス イ ッ チ 板 が

摩 耗 し て い る

ＮＯ
扉 ス イ ッ チ 調 整

不 良

交 換 調 整

ｍ

→
フ ァ ン エ ラ ー ラ ン プ

が点灯している

プ ア ン 交 換

ＮＯ

ヒ ー タ エ ラ ー ラ ン プ が

点灯 している

ヒータ結線確認

ヒ ー タ 交 換

ＮＯ
リ レ ー 不 良

Ｘ ２
，４，５

ＮＯ
タ イ マ リ レ ー

不 良 Ｔ Ｍ ２

ＮＯ
サ イ リ ス タ ユ

ニ ッ ト 不 良

ＮＯ
温 度 調 節 器

不 良

交 換 交 換
ヒ ュ ー ズ 交 換

ま た は
ユ ニ ッ ト 交 換

交 換

温度上 昇時間が長い

温度表示が不安定

＿
ＮＯ

い

ＹＥＳ
ヒ ー タ 劣 化

ＮＯ
ヒ ー タ ク ラ ン プ

接 触 不 良

ＮＯ
試 料 の 熱 容 量 が

大 き い

ＮＯ

セ ン サ 劣 化
ＮＯ

交 換 クラ ンプし直 し 試料 を減 らす 交 換

パ ワーユニット不良

ＮＯ

温度調節器 不良

ＮＯ
周囲 温度が５～３５℃

の範囲にない

ＮＯ

室温 変動 が大きい

交 換 交 換 設置場所を変える 設置場所 を変える

外 装温度が異常に 高い

ｏ

ＹＥＳ
扉と炉体 のすき 間が

大きい

調整 または交換

ＮＯ
フ ァ ン エ ラ ー ラ ン プ

が 点 灯 し て い る

自然冷却後 ファ ソ交換

聖 周囲温度 が３５℃を超 えてい る

設 置場所 を変える

二款 嬬 享ス
ィツチ＝８器二 ⇒

３ 時 間 を 超 え て も フ ァ ン

と温 度表示 がＯＦＦ

しない

ＹＥＳ

→
タ イ マ リ レ ー 不 良

ＴＭ１

交 換

一 ２１ ＿
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１ １ 交 換 部 品 表

１ １ － １ ＦＤ －３１

部 品 名 部品番号 仕 様 メ ー カ

炉 体 下 一 Ａ （ 中央 ） ２１４０５６－１０１ Ｔ／赤 ５４７０－ＲＨ ヤ マ ト 科 学

炉 床 板 ガ ー ド （Ａ） 〃 一１０３ 〃 〃

〃 （ Ｂ ） 〃 一 １０４ 〃
〃

炉 体 前 一 Ａ （左） 〃 一１０８ 〃 〃

〃 （ 右 ） 〃 一 １０ ９
Ｆ

〃 〃

〃 （下） 〃 一１１０ 〃 〃

〃 （ 上 ） 〃 一 １１１ 〃 、 〃

炉 体 前 一 Ｃ 〃 一１２０ フ ァイ バ フラ ッ ク ス ー Ｈ ３００ ペ ーパ 〃

炉 床 板 〃 一１２３ Ｋ Ｒ Ｍ 〃

炉 体 扉 一 Ａ 〃 一１５０ Ｔ ／≠ ５４７０－ＲＨ 〃，

曜

” 一 Ｂ 〃 一 １５１ 〃
〃

〃 一 Ｃ 〃 一 １５２ 〃 〃

ス イ ッ チ 板 ２１４０５３－３５８ Ａ １１００Ｂ 〃

※ ヒ ー タ 〃 一４００
カ ンタルスーパー３３ φ３／６Ｕ
Ｌｕ１８０，

］Ｌｅ１８０， ａ２５

カ ン タ ル ガデ

リウ ス

ヒ ー タ ホ ル ダ 〃 一４０１ カ ンタ ル ５８３０ 〃

ヒ ー タ 用 フ ァ イ バ ー 〃 一４０２ Ｔ ／十 ５４７０ － ＲＨ ヤ マ ト 科 学

接 続 帯 （Ａ）１００ ㎜ 〃 一 ４０３ カ ンタ ル ５８２９ Ｌ ＝ １００
カ ンタ ル ガ デ

リ ウ ス

〃 （Ｂ）２００ 伽 〃 一４０４ カ ンタ ル ５８２８ Ｌ
〒２００ 〃

接 続 ク ラ ン プ． 〃 一４０５ カ ンタ ル ５７５８－Ａ 〃

※ セ ン サ ・ヒ ッ ト 〃 一 ４０６

〃 〃 一 ４０７

Ｂ 熱 電 対 ７φ×２００Ｚ ４一φ １ 穴 付 ヤ マ ト 科 学

保 護 管 〃 一 ４０８ ８φ ×１０φ× ２００ ∠， 〃

漏 電 ブ レ ー カ 〃 一 ４１２ ＫＣ１００ Ｂ Ｋ Ｃ ２－６０－３ 松 下 電 器

マ イ ク ロ ス イ ッ チ 〃 一 ４１６ Ｖ－１５６ －１Ａ５ 立 石 電 機

冷 却 プ ア ン 〃 一 ４１８ ＺＳ１５Ｄ－２０，ＬＣＨ２－Ｂ２０ スタ イ ル 電子

リ レ ー （ Ｘ １
，
３
，
４
，
５ ） 〃 一 ４３４ ＨＣ－２－Ｈ， ＡＣ ２００Ｖ 松 下 電 器

※印は消耗 品です。
一 ２３ ＿



部 品 名 部 品 番 号 仕 様 メ ー カ

温 度 調
’
節 器 ２１４０５３－４５０ ユ ーロ サ ー ム ８１８Ｐ 型 （ ヤ マ ト仕 様 ）

日 本 ユ ーロ サ
一 ム

サ イ リ ス タ ユ ニ ッ ト 〃 一４５１ ” ４６２ 型 （ 〃 ） 〃

ネ オ ン ラ ン プ 〃 一４５２ ＢＮ５７０１／ 平 丸 （赤）， ＡＣ２００Ｖ サ ト ーパ ー ツ
’

パ ワ ー ス イ ッ チ ” 一４５３ ＨＬＳ－２０８Ｎ－Ｋ フ ジ ソ ク

ｏハ ワー ユ ニ ッ ト スイ ッ チ ” 一４５４ ＨＬ§ 一１１２Ａ－ Ｋ 〃

電 磁ｉ接 触 器 （×２） ” 一５５１ ＬＣ１－Ｄ６３３，Ａ
ｄ２００Ｖ 立 石 電 機

タイ マリレー（Ａ）（ＴＭ１） 〃 一５６３ Ｈ３ Ｙ－２ ，Ａ Ｃ２００ Ｖ（３ Ｈ） 〃

〃 （Ｂ）（ＴＭ１） 〃 一５６５ 〃 〃 （５Ｓ） 〃

１ １ － ２ ＦＤ － ４１

部・ 品 名 部 品 番 号 仕 様 メ ー カ

炉 体 下 一 Ａ （ 中央） ２１４０５７－１０１ Ｔ／寺 ５４７０－ＲＨ ヤ マ ト 科 学

炉 床 板 ガ ー ド （Ａ） 〃 一１０３ 〃 〃

〃 （ Ｂ ） 〃 一１ ０４ 〃 〃

炉 体 前 一 Ａ （下） ” 一１１０ 〃 〃

〃 （ 上 ） 〃 一 １１１ 〃 〃

炉 体 前 一 Ｃ 〃 一１２０ フ ァイ バ フラ ック ス ーＨ ３００ ペー パ 〃

炉 床 板 〃 一１２３ ＫＲ Ｍ 〃

炉 体 扉 一 Ａ ” 一１５０ Ｔ／十 ５４７０ －ＲＨ 〃

〃 一 Ｃ ” 一 １５ ２ 〃 〃

漏 電 ブ レ ー カ ２１４０５４－４１２ ＫＣ １００ ＢＫＣ２－７５－ ３ 松 下 電 器

上 記 表 以 外 は ＦＤ－３１ と 共 通

＿ ２４ ＿



コ ・２ 参 考 デ ー タ

（℃）

２０００

聴 １０００

０

温 度上 昇時聞

Ｆ Ｄ － ４１

’

Ｆ Ｄ － ３１

，

室 温 ２０℃

無 負 荷

１ ２（Ｈ）

時間

（℃）

２０００

１０００

０

温 度降 下 時 間

室温２０℃

無 負 荷

Ｆ Ｄ － ３１

Ｆ Ｄ － ４１

１ ２ ３ （Ｈ）

時間

一 ２５ ＿



Ｒａｍｐ の 計 算

例 ： １００℃ かち １１００℃ ま で２ 時 間 で上 昇 さ せ る 場 合

（ １１００－１００ ）／１２０ ＝ ８．３℃／襯

Ｒａｍｐ 表

℃ ／ 痂
．

時 間 温 度 差 （℃）

（ Ｈ ） π勉
．
５０ １００ ２００ ３００ ４００ ５００ ８００ １・ １０００ ｉ １５００ １７００

３ ０ １
．
７ ３

．
３ ６

．
７ １ ０

，
０ １ ３

．
３ １ ６

．
７

１
２ ６
．
７
１

１
３ ３
．
３ １ ５ ０

．
０ ５ ６

．
７

（ １ ） ６０ ０．８ １．７ ３．３ ５．０ ６．７ ８．３

１

１３．３
ｉ

Ｉ

１

１ ６．７ １ ２５．０ ２８．３

一 一一＿一

（ ２ ）

一一一 一一

９ ０

一一一 一＿

１ ２ ０

一一 一一一

０
．
６

０．
４

１
．
１

０
．
８

２
．
２

１
．７

３
．
３ ４

．
４

一一 一一 一一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一一 一 一 一 一 一 一 一 一 ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ↓＿＿ ＿ ＿ ＿ ＿
１

２
．
５ ３

．
３

一 一一 一 一 一 一一一 一 一 一一 一一 一 一一 一 一 一一 一 ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿
⊥
＿ ＿ ＿ ＿ ＿１

５
．
６

４
．
２

１
８
．
９ １

１
６
．
７ １

１

１ １
．
ｌ ｌ

ｌ
８
．
３ １

１７
．
Ｏ

ｌ２
．
５

１ ８
．
９

１ ４
．
１

１ ５ ０ ０
．
３ ０

．
７ １

．
３ ２

．
０ ２

．
７ ３

．
３ ５

．
３ ６

．
７ １０

．
０ １ １

．
３

（ ３ ） １ ８ ０ ０
．３ ０

．
６ １

．
１ １．７ ２

．
２ ２

．
８ ４

．
４ ５

．
６ ８

．
３ ９

．
４

２ １ ０ ０
．
２ ０

．
５ １

．
０ １

．
４ １

．
９ ２

．
４ ３

．
８ ４

．
８ ７

．
１ ８

．
１

（ ４ ） ２ ４ ０ ０
．
２ ０

．
４ ０．８ １

。３ １．７ ２
．
１ ３

．
３ ４

．
２ ６

．
３ ７

．１

２ ７ ０ ０
．
２ ０

．
４ ０

．
７ １

．
１ １

．
５ １

．
９ ３

．
０ ３

．
７ ５

．
６ ６

．
３

（ ５ ） ３ ０ ０ ０．２ ０
．
３ ０．７ １

．
０ １

．
３ １

．
７ ２

．
７ ３

．
３ ５

．
０ ５

．
７

３ ３ ０ ０
．
２ ０

．
３ ０

．
６ ０

．
９ １

．
２ １

．
６ ２

．
４ ３

．
０ ４

．６ ５
．
２

（ ６ ） ３ ６ ０ ０．１ ０．３ ０
．６ ０

．８ １
．
１ １．４ ２

．
２ ２

．８
４
．
２ ４

．７

（ １ ０ ） ６ ０ ０ ０
．
１ ０

．
２ ０

．
３ ０

．
５ ０

．
７ ０

．
８ １

．
３ １

．
７ ２

．
５ ２

．
８

オ ー ト チ ュ ー ニ ン グ の 傾 向

① 出荷 時設定値で運転

② １０００℃ か ら１５００℃への 上昇 中 に

オ ー ト チ ュ ー ニ ン グ して 求 め た 値 で

運 転。

③ 室 温 か ら１０００℃ へ の 上 昇 中 に

：オ ー ト チ ュ ー ニ ン グ し て 求 め た 値 で

運 転
。

（１４００）

漫Ｌ
時間

＼
７００℃

＼
６００℃

＼
１５００℃

＼
１３００ ℃

＼
９００℃

＼
１６００ ℃

①

②

③

＼
１７００ ℃

一 ２６ 一


